DJ-P322 セッ トモ ー ド に つい て 


DJ-P322 特定 小 電 カト ラン シー バー は 、 各種 機能 を 用 途 に 合わ せ て より 使い や すく する た め に カス タマ イズ する 
こと が で きま す 。 製品 に 付属 する 説明 書 の 「 セ ッ ト モ ー ド 」 の 項目 で 簡単 に 使い 方 を ご 説明 し て お り ま す が 、 無 
線 機 の 機能 に な じみ の 無い お 客 様 向け に 、 本 書 に て 詳細 を ご 説明 し ます 。 


* 文 中 の ロー マ 字 は ディ スプ レイ の 表示 、「 設 定 値 」 は 変更 や 設定 が で きる 内 容 、「 初 期 値 」 は 出荷 時 の 設定 で す 。 


セッ トモ ー ド の 操作 : 

キー ロッ ク が か か っ て いれ ば 解除 し た 後 、FUNC キー を 押し た まま 、 素早 く GROUP/SET キー を 押し 、 す ぐに 指 を 離 
し ます 。 ロー マ 宇 表示 が 出 た ら セ ッ ト モ ー ド で す 。 FUNC キー だ け を 押し 続け て いる と キー ロッ ク が か か る の で ご 
注意 くだ さい 。( 同 じ 長 押し で 解除 で きま す ) 

・ 人 4 マヤ キー で メニ ュー 内 の 設定 値 を 変更 で きま す 。 

・FUNC キー で 昇順 、GROUP/SET キー で 降順 に メニ ュー が 選べ ます 。 

・ 設定 が 済ん だ ら PTT キー を 押し ます 。 運 用 画面 に 戻り ます 。 機能 に よっ て は オン 状態 を 示す アイ コン が 表示 さ 
れ ま す 。 


1: 電池 選択 機能 「bAt」 
設定 値 AL ン ni (初期 値 AL) 


減 電池 アイ コン で 電池 残 量 を 正しく 表示 させ る た め 、 お 使い の 電池 に 合わ せ て くだ さい 。 誤っ た 設定 に し て も 不 
具合 の 原因 に は な り ま せん が 、 減 電池 表示 は 不正 確 に な り ま す 。 


AL : アル カリ 乾電池 
ni ・ ニッ ケル 水素 充電 池 EBP-179 


2: コン パン ダー 機能 「CmP」 
設定 値 OFF / ON (初期 値 OFF) ON 時 の アイ コン : 音符 


コン パン ダー 機能 を ON に 設定 する と 、 通 話 中 、 音 声 が 無い と き に 「 サ ー」 と 聞こ える か すか な バッ クノ イズ を 
低減 する こと が で きま す 。 


・ コ ン パ ンダ ー 機 能 の な い ト ラン シー バー と 通話 する 場合 に は 必ず OFF に し て くだ さい 。 逆 に 音質 が 悪く な る こ 
と が あり ます 。 
・ 他 社 製 の 特 小 ト ラン シー バー で も コン パン ダー 対応 機 で あれ ば ON で お 使い に な れ ま す 。 


3: VOX 機能 「vo」 
設定 値 OFF/Lo/Hi (初期 値 OFF) ON 時 の アイ コン : * 


「 話 す と 送信 、 黙 る と 受信 」 の ハン ズ フ リー 通話 が 可能 に な り ま す 。 
Lo : VOX 感度 小 (大 きめ の 声 で な いと 送信 し ませ ん 。 周 り が うる さく 、 甘 っ て いて も 送信 し て し まう よう な と 


き に お 試し くだ さい ) 
Hi : VOX 感度 大 (小さ め の 声 で も 送信 し ます 。 周 り が 比較 的 静か な と き は こち ら を お 試し くだ さい ) 


・ 上 弊 社 純 正 品 で も 一 部 の オプ ショ ンマ イク は 対応 し ませ ん 。 取扱 説明 書 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さい 。 
・VOX 感度 を 「Lo」 に 設定 し て も 送信 し て し まう よう な 騒音 の 大 きい 場所 で は VOX 機能 は お 使い に な れ ま せん 。 
・ 声 を 感知 し て か ら 送 信 を 始め る まで に 多少 時 間 が か か る た め 、 音 声 の 始め が 途切れ て 聞こ える 場合 が あり ます 。 
「 了 解 で す 、 て ママ て 」「 は い 、ー ン て 」 な ど 、 用 件 に 入る まで に 頭 切 れ し て も 差し 支え な い 言 葉 を 挟ん で 話し 始 
め る と 通話 し や すく な り ま す 。 


4: 秘話 機能 「Scr」 
設定 値 OFF / ON (初期 値 OFF) ON 時 の 表示 :「 秘 話 」 


ON に する と 、 設定 し て いな い ト ラン シー バー で 受信 し た と き に 「 モ ガ モ ガ 」 と 濁っ た 音 に な り 、 通 話 内 容 が 聴き 
上 


取れ な く な り ま す 。 同 じ 機能 (スク ラン ブル と も 言い ます ) を 搭載 し た 弊社 製 ト ラン シー バー で あれ ば 、 機 種 が 
違っ て も 通話 で きま す 。 


・ 本 機能 の セキ ュ リ ティ レベ ル は 非常 に 低い も の で す 。 秘 密 の 通信 に 使え る レベ ル の も の で は あり ませ ん 。 秘話 
設定 の 声 に 違和感 が あめ る と き は 、 拡張 セッ トモ ー ド で 秘話 周波 数 設定 が 変更 され て いる 可能 性 が あり ます 。 拡 
張 セ ッ ト モ ー ド の 説明 は 本 書 と 同じ ダウ ン ロ ー ド コー ナー で ご 覧 に な れ ま す 。 

・ 弊社 の 旧 機 種 や 他社 製品 の 秘話 と 混用 し た 時 は 通話 内 容 が 聞き 取り づら く な っ た り 使 えな く な っ た りす る こと 
が あり ます 。 

・ 中 継 通話 、 グ ルー プ ト ー ク で も お 使い に な れ ま す が 、 音 質 が 変わ る こと が あり ます 。 


5: ビー プ 音 量 「bP」 
設定 値 0 て 5 (初期 値 3) 


本 体 か ら 鳴 る ビー ブ 音 (操作 音 ) の 音量 を 変更 する こと が で きま す 。 
数 値 を 大 きく する と 音量 が 大 きく な り 、「0」 に 設定 する と すべ て の ビー ゴブ 音 (キー 操作 音 、 各 種 ア ラー ム 音 、 
ベル 音 な ど ) が 鳴ら な く な り ま す 。 


イヤ ホン を 使用 し た 状態 で ビー プ 音 量 を 5 に 設定 する と 、 大 き な 音 で 耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます の で 
ご 注意 くだ さい 。 


6: エン ド ピ ー 機 能 「EdP」 
設定 値 OFF/ON/PP (初期 値 OFF) 


エン ド ビ ピー は 送信 が 終わ っ た こと を ビー プ 音 で 相手 に 伝え る 機能 で す 。 受信 信 号 の 強度 (レベ ル ) に 合わ せ て エン 
ドビー を 鳴ら す 「 エ ンド ピピ 」 機 能 よ は アル イン コ の 特許 で 、 テ ー ル ノイ ズ キ ャ ン セ ラー また は グル ー プ トー ク を 
設定 し た 弊社 製 ト ラン シー バー か ら の 信号 の み 動 作 を 保証 し て いま す 。 


ON : エン ド ピ ー 
PTT キー を 放し た と き に 「 ピ ッ 」 と 鳴っ て 送信 が 終わ っ た こと を 相手 に 伝え ます 。「 エ ンド ピー」 は 送信 側 で 鳴る 
の で 、 他 人 に 音 を 聞か せ た く な いと き は 自分 の 設定 を オフ に し ます 。 


PP : エン ド ピ ピ 
受信 終了 時 に 、 強 い レ ベル の 信号 を 受信 し た と き は 「 ピ ッ 」、 少 し 弱い レベ ル の 信号 を 受信 し た と き は 「 ピ ピッ 」、 
非常 に 弱い レベ ル の 信号 を 受信 し た と き は 「 ピ ピピ ッ 」 と 鳴 り ま す 。「 エ ンド ピピ 」 は 受信 側 で 鳴る の で 、 自 分 
が ピピ 音 を 聞き た く な いと き は 設定 を オフ に し ます 。 


※ 連 結 中 継 時 の アク セス 音 、 エ ンド ピー 設定 は 拡張 セッ トモ ー ド で 別途 設定 し ます 。 こ の 設定 は 連結 中 継 時 は 反 
映 さ れ ま せん 。 


7: ベル 機能 「bEL」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 OFF) ON 時 の アイ コン : ベル 


呼び 出さ れ た こと を ベル アイ コン 表示 と ベル 音 で お 知ら せ し ま す 。 

・ 着信 する と 1 0 秒間 ベル 音 が 鳴り ます 。 何 か キー 操作 を する と 止ま り ま す 。 キ ー 操 作 す る まで ベル アイ コン が 
点 減 し て 、 着 信 が あっ た こと を お 知ら せ し ま す 。 

・ 一 度 お 知ら せ し た ら 、 和 待ち受け 状態 が 約 10 秒 以 上 続く まで 動作 し ませ ん 。 

・ グ ルー プ ト ー ク 設定 時 は 、 グ ルー プ 番 号 が 合わ な い 信号 を 受信 し て も 動作 し ませ ん 。 

・ 後 述 の バイ ブレ ー タ ー 機 能 と 併用 で きま す 。 


8: ラン プ 機 能 「LmP」 
設定 値 OFF/5 秒 /ON (初期 値 5 秒 ) 


液晶 ディ スプ レイ の 照明 を 点灯 させ る 機能 で す 。 初 期 状 態 で は 「5」 秒 に 設定 され て お り 、 キ ー 操 作 (PTT と 
音量 調節 以外 ) を する と 自動 的 に 5 秒間 照明 が 点灯 し ます 。 
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・ デ ィ ス プレ イ 照 明 を ON (常時 点灯 ) に 設定 する と 、 電 池 の 消 耗 が と て も 早く な り ま す 。 


9: PTT ホー ルド 機能 「HLd」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 OFF) 


PTT キー を 一 度 押す と 送信 状態 を 継続 、 も う 一 度 PTT キー を 押す と 受信 状態 に な り ま す 。 送信 中 ずっ と PTT キー 
を 押さ な く て 良い の で ハン ズ フ リー に な り ま す 。 一 部 の イヤ ホン マイ ク ・ ヘ ッ ド セッ ト 系 アク セ サ リ ー で PTT キ 
ー ロ ッ ク 機 能 が 無い も の を お 使い に な る と き に ロッ ク 代 わり に 使う こと も で きま す 。 


PTT ホー ルド 機能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。 取扱 説明 書 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さ 
い 。 


10: PTT オン ン オ フ 機 能 「Ptt」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 ON) 


送信 を 禁止 する 機能 で す 。0OFF に 設定 後 PTT キー を 押す と 【PttoFF】 と 表示 され 、 送 信 で き な く な り ま す 。 ユ ー 
ザー グル ー プ の 中 に 「 連 絡 を 聞く だ け で 、 返 事 は し な く て よい 」 メ ン バ ー が いる と き 等 に 使い ます 。 
メモ ) この 「 ラ ジオ 」 の よう な 無線 機 は 業務 通信 の 用 語 で 「 受 令 機 」 と 呼ば れ て いま す 。 


11: 中 継 器 接続 手順 変更 機能 「At」 
設定 値 OFF/ON1/ON2 (初期 値 ON2) 


中 継 器 の 接続 タイ ミン グ を 機種 に 合わ せ て 最適 化す る 設定 な の で 、 中 継 器 を 使っ て いな いと き は 変更 する 必要 は 
あり ませ ん し 、 変 更 し て も 何 の 影響 も あり ませ ん 。 


oFF : 自動 接続 手順 解除 
on1 : DJ-R20D、DJ-R100D を 中 継 器 と する と き 
on2 : DJ-P10R、DJ-P11R、DJ-P101R、DJ-P111R、DJ-P112R、DJ-R200D、DJ-U3R を 中 継 器 と する と き 


12: イヤ ホン 断線 検知 機能 「EAr」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 ON) 


本 体 に 接続 し た イヤ ホン (イヤ ホン マイ ク の イヤ ホン も 含む ) コー ド の 断線 を 検知 する 機能 で す 。 ON に 設定 する 
と 起動 時 に 検知 動作 を 行い 、 断 線 し て いる と 判断 すれ ば 10 秒間 、[Ear-nG] 表 示 と 内 蔵 ス ピー カ の アラ ー ム 音 で 
お 知ら せ し ま す 。 


13: コー ル バ ッ ク 機 能 「CLb」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 OFF) 


コー ル バ ッ ク 機 能 を ON に 設定 する と 、 イ ヤ ホ ン (イヤ ホン マイ ク ) 使用 時 に 送信 中 の 自分 の 声 を モニ ター する 
こと が で きま す 。「 話 し た つも り だ っ た が 、 送 信 で き て いな か っ た 」 と いっ た PTT キー の 操作 ミス を 防げ ます 。 


・DJ-P322 本 体内 蔵 の マイ ク や スピ ー カ マイ ク で は ハウ リン グ を 起こ す の で 、 正 常に 使え ませ ん 。 


14: 送信 出力 設定 「PwL」 
設定 値 Lo/Hi (初期 値 Hi) 


送信 出力 を 変更 する こと が で きま す 。 


Hi : 10mW 出力 
通常 の 設定 で す 。 理由 が 無い 限り 変え な いで くだ さい 。 電池 の 持ち は Hi も Lo も 大 きく 変わ り ま せん 。 


Lo : 1mM 出力 
b12<b29 チャ ン ネ ル で は 3 分 タイ ム ア ウ ト の 制限 を 受け ず 、 連続 送信 が で きる よう に な り ま す 。 ガイ ド シ ス テ 
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ム の よう な 送信 し 続け る 必要 が 有る 用 途 向 け で す が 、 通 話 距 離 は 数 十 メ ー ト ル 程 度 ま で 狭く な り ま す 。 
他人 に 通話 を 聞か れる リス ク が 低く な る の で 、 常 に 至近 距離 で 通話 する と き に も メリ ッ ト が あり ます 。 


15: 緊急 通報 機能 「EmG」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 OFF) 


ON に 設定 する と 、GROUP キー を 3 秒間 押し 続け る こと で 「EmG-onm」 と 表示 され 内 蔵 ス ピー カ か ら 上 緊急 通 報 音 が 鳴 
り 、 同 じ チ ャ ン ネ ル (グル ー プ ) に 警告 音 を 送信 し ます 。 緊 急 通信 機能 は キー ロッ ク 中 で も 有効 で す 。 


・ 上 緊急 通報 音 を 停止 する に は PTT キー を 1 回 押し て くだ さい 。 
・ ビ ー プ 音 の 設定 が OFF の 時 は 緊急 通報 音 が 鳴ら ず 、 緊 急 を 発 報 し た 無線 機 の マイ ク が 拾う 周囲 の 音 を 送信 し ま 
す 。 上 緊急 警報 する こと を 周り の 人 に 知ら れ た く な いと き の 設 定 で す 。 
※ 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。 取扱 説明 書 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さい 。 
※ 上 緊急 通 信 機能 を OFF に 設定 し て いる と き は 、GROUP キー を 3 秒間 押し て も 警報 は 発 報 さ れ ま せん 。 
(デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド の サブ 側 チ ャ ン ネ ル 登 録 ) 


16: 受信 音 ミ ュー ト 「rmt」 
設定 値 OFF/ON (初期 値 OFF) 


イヤ ホン マイ ク を 装着 時 に 、 イ ヤ ホ ンマ イク の PTT キー を 一 度 短く 押す と 受信 音 を ミュ ー ト で きま す 。 

再度 同じ PTT キー を 一 度 短 く 押す か 、 ト ラン シー バー 本 体 の キー 操作 を する か 、 自動 解除 に 設定 し た 時 間 が 過ぎ 
た ら ミ ュー ト は 解除 され ます 。 接 客 な ど で 普 通 の 会 話 を する 時 に 、 イ ヤ ホ ン か ら の 声 が 炉 わ し い 時 に 素早 く 受 信 
音 を 消す こと が で き 、 ミ ュー ト 解 除 を 忘れ て も 自動 で 復帰 し て くれ る の で 安心 で す 。 


・VO0X、PTT ホー ルド 、 デ ュ ア ルオ ペレ ーション モー ド と の 併用 は で きま せん 。 

・ 受 信 音 ミュ ー ト を 使う と 、PTT 操作 が ミュ ー ト 用 か どう か を 判断 する た め 、 送 信 を 始め る まで に わずか な 遅延 
が 起こ り ま す 。 送信 の た め に PTT 操作 を し た と き は 、 一 呼吸 お いて か ら 話 し 始め て くだ さい 。 急い で 話す と 頭 
切れ が 起こ り ま す 。 


17: バイ ブレ ー タ ー 機 能 「vib」 
設定 値 OFF ン 0N1 ン 0N2 ン ON3 (初期 値 OFF) ON 時 の アイ コン : M 


着信 バイ ブレ ー タ ー 機 能 で す 。 振動 タ イプ は 3 つの パタ ー ン か ら 選 択 で きま す 。 

・ 着信 す る と 1 0 秒間 振動 し ます 。 何 か キー 操作 を する と 止ま り ま す 。 

・ 一 度 動作 する と 待ち 受け 状態 が 約 10 秒 以上 続く まで 振動 し ませ ん 。 

・ グ ルー プ ト ー ク 設定 時 は 、 グ ルー プ 番 号 が 合わ な い 信号 を 受信 し て も 振動 し ませ ん 。 
・ 前 述 の ベル 機能 と 併用 で きま す 。 

・ 振 動 が 頻繁 に 起こ る よう な 環境 で は 、 電 池 の 減 り が 早く な り ま す 。 


以上 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 


